
 

 

 

 

令和元年度 きれいな奈良県づくり功労賞 

受賞者一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本表彰は、「きれいに暮らす奈良県スタイル」行動計画に基づく各主体者の

実践活動を促進し、全県的・継続的な県民運動を誘発・普及していくため、

行動計画の推進に貢献している団体・事業者、個人に対して、「きれいに暮ら

す奈良県スタイル」推進協議会会長（奈良県知事）より表彰するものです。 

資料１ 



◆川のきれい化部門・・・３団体  

地域交流 空間エンジェル  代表 岸本 麻美 

 

大和高田市の大中公園・高田川周辺を中心に、毎月２回、清掃を実施 

している。清掃以外にも、ごみ問題をテーマにイベントを開催するなど 

啓発活動にも積極的に取り組まれ、地域の美化に貢献されている。 

奈良市六条校区自治連合会  会長 河月 滋男 

   

奈良市六条校区において、毎年、地域住民及び西の京高校に参加を呼び 

かけ、乾川の清掃を行っている。また、日頃から交代で乾川を見回り、 

できる範囲でごみを持ち帰るなど、河川の美化に貢献されている。 

大和川水域河川漁業協同組合  代表理事組合長 大植 正 

   

毎年、地元幼稚園や保育園児を対象に、環境教育を目的に大和川に 

アユを放流するイベントを主催し、環境保全の大切さを伝えること 

で河川の美化に貢献されている。 

 

◆景観づくり部門・・・１団体 

グリーンボランティア 「いこま宝の里」  代表者 磯貝 猛 

 

生駒市のイモ山公園・真弓どんぐり公園を中心に、毎月、草刈りや 

倒木の整備、竹林の間伐等を行っている。また、里山体験など子ども 

たちへの環境教育にも取り組み、地域とのつながりを深めながら 

景観づくりに貢献されている。 

 

◆循環型の生活スタイル部門・・・２団体 

橿原市地球温暖化対策地域協議会  会長 紙本 洋吾 

 

橿原市を中心に、啓発イベント「エコフェスタ inまほろば」の開催や 

省エネ啓発のティッシュ配り、清掃活動、古代植物の植栽など、様々 

な啓発活動を通じて、地球温暖化防止に貢献されている。 

奈良市立月ヶ瀬中学校  学校長 川本 和世 

 

奈良市月ヶ瀬地区において、生徒会が主体となり、長年（Ｈ６～）に 

わたって地域と協力しながらアルミ缶の回収活動を行い、ごみの資源化 

に貢献されている。なお、換金して得た収益は、車イス等の福祉機器の 

購入に充て、関係機関に寄付し続けている。 

 

 

受賞理由 

清掃活動（高田川） 

清掃活動（乾川） 

アユの放流（大和川） 

エコフェスタ in まほろば 

樹林の整備（イモ山公園） 

 

アルミ缶回収作業 

受賞理由 

受賞理由 

受賞理由 

受賞理由 

受賞理由 



◆景観づくり部門（奈良らしい良好な景観を形成する広告物）・・・３作品 

【歴史的景観部門】 

   藤井利三郎薬房 

広 告 主  株式会社藤井利三郎薬房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【沿道部門】 

まほろば大仏プリン本舗プリンの森カフェ 

広 告 主  株式会社大仏プリン 

デザイン  有限会社アイボリー 

製作・施工 株式会社ビーライフ一級建築士事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

【商業地・駅周辺部門】 

   tonarie 大和高田 ※広告塔を除く 

広 告 主  株式会社日本エスコン 

デザイン  株式会社スペース 

有限会社永山祐子建築設計 

製作・施工 村本建設株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

※敬称略 


